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企画展「鳥取画壇の祖 土方稲嶺 －明月来タリテ相照ラス－」の開催

について 

 

企画展「鳥取画壇の祖 土方稲嶺 －明月来タリテ相照ラス－」の開催について、

別紙のとおり報告します。 

 

 

 

 

平成３０年９月１０日 

 

 

鳥取県教育委員会教育長  山 本 仁 志 

 

 



「鳥取画壇の祖 土方
ひじかた

稲嶺
とうれい

 ―明月来タリテ相照ラス―」展 開催要項 

 
１ 展覧会趣旨 

 
江戸時代後期に鳥取に生まれた土方稲嶺（1741～1807）は、江戸で宋紫石に学び、のちに円山応挙や伊

藤若冲ら多くの画家がひしめく京都に活動の場を移し、晩年に鳥取藩絵師として召し抱えられ、鳥取と江戸

を行き来しました。 
 紫石画と見紛うばかりの花鳥画のほか、南蘋派の画家には珍しく大画面構成を得意とした稲嶺は、多数の

屏風のほか京都や和歌山・兵庫の寺社の襖絵を手がけています。また、西洋的な陰影を取り入れた人物図や

水中表現には、稲嶺の真に迫ろうとする努力の痕跡がうかがわれ、その迫真的かつ奇妙な描写は、現代のわ

たしたちの眼にも大変新鮮に映ります。書を読み、作画にあたっては部屋を閉め切り香を焚いて臨んだとい

う逸話や、「深林人不知明月来相照」といった遊印からもうかがえるように、文人気質であった稲嶺の作品

には、彼の“ダンディズム”ともいうべき燻し銀のような奥深い味わいがあります。 
 鳥取画壇の祖といわれ、平成 9（1997）年に当館にて特別展が開かれるなど地元を中心に顕彰されてき

ましたが、同展開催から20年以上経ち、さまざまな発見が見いだされ、今、稲嶺の再評価が必要な時期を

迎えています。 
 本展では、稲嶺個人に焦点を当て名品を中心に紹介することで、稲嶺像の核に迫り、その真価を浮き彫り

にします。“鳥取の画家”としてこれまで取り上げられることの少なかった画人ですが、江戸と京を主な活

動場所としており、18 世紀の画壇の広がりや奥深さを知る上でも、新知見が見出される可能性を秘めてい

るといえるのではないでしょうか。 
 
２ 出品作    掛軸 約100件、屏風・襖絵 約16件 等 
 
３ 作品拝借先 

   京都国立博物館、大阪市立美術館、島根県立美術館、千葉市美術館、府中市美術館、大和文華館、 
兵庫県祐徳寺、妙心寺塔頭（大法院）等 

 

４ 会  期  平成30（2018）年10月6日（土）～11月11日（日） 
10月22日（月）のみ休館 〈36日間〉 

 
５ 会  場   鳥取県立博物館（鳥取市東町2丁目124） 第1・2・3特別展示室、美術常設展示室 

 

６ 観覧料  一般８００円（団体・前売・大学生・７０歳以上 ６００円） 

      高校生以下の方、障がいのある方・難病患者の方・要介護者等及びその介護者、 

      学校教育活動での引率者は無料 

 

７ 主  催 「土方稲嶺展」実行委員会（鳥取県立博物館・山陰中央テレビジョン放送株式会社） 

 

８ 関連事業   

■特別講演会Ⅰ10月13日（土）「稲嶺のいた京都」／講師＝狩野博幸氏（美術史家） 
■特別講演会Ⅱ10月20日（土）「南蘋派絵師としての稲嶺の特異性について」／講師＝安村敏信氏（北斎館館長） 
■スペシャルギャラリートーク 10 月 27 日（土）「稲嶺の魅力を語る！」／解説＝金子信久氏（府中市美術館学

芸員）、進行＝山下真由美（当館学芸員）／14時～15時／要観覧料／会場＝展示室 
■ギャラリートーク ～担当学芸員による展示解説～10月6日（土）、11月3日（土） 
■体験型ミニレクチャー11月10日（土）「掛軸を巻いてみよう！」 






